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今月の主な内容

■新年のごあいさつ� Ｐ２
■冬の電力節約術� Ｐ４
■第二大山崎小学校が入賞！� Ｐ６
■西国街道・丹波街道でつなぐ�
　乙訓たてもの探訪� Ｐ７
■児童虐待防止講演会のお知らせ� Ｐ８
■フランスフェスティバル参加者を募集� Ｐ８
■ポスト国文祭・文化交流フェスタin乙訓　Ｐ９
■あなたを守る「命のカプセル」� Ｐ９

【
12
月
4
日
火
長
寿
苑
餅
つ
き
大
会
よ
り
】

1
2013（平成25）年

今
年
も
元
気
に
、よ
い
し
ょ
！
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
春
を
ご
家
族
と
と

も
に
健
や
か
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
動
物
の
中
に
は
運
気
を
上
げ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
、縁
起
が
良
い
も
の
が
お
り
ま
す
。

今
年
の
干
支
で
あ
る
「
ヘ
ビ
」
も
そ
の
ひ
と
つ

で
す
。
ヘ
ビ
は
世
界
の
各
地
に
あ
る
多
く
の
言

い
伝
え
の
中
で
崇
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本

で
は
弁
財
天
の
遣
い
と
さ
れ
、
田
畑
を
荒
ら
す

ネ
ズ
ミ
を
退
治
す
る
豊
穣
の
神
や
雨
の
恵
み
を

も
た
ら
す
象
徴
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
脱
皮
を
繰
り
返
す
こ
と
や
長
い
寿
命
を
持

つ
こ
と
か
ら
「
再
生
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
思
い
起
こ
し
ま
す
と
、
京
都

府
内
で
連
続
し
て
起
こ
っ
た
交
通
事
故
、
京
都

府
南
部
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
な
ど
、
暗
い
ニ
ュ

ー
ス
を
耳
に
す
る
こ
と
の
多
い
１
年
で
あ
り
、

８
月
の
集
中
豪
雨
で
は
本
町
の
一
部
地
域
に
も

浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
震
や

豪
雨
な
ど
か
ら
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
の
災
害
対
策
を
最
重
点
事
項
と
し
て
位
置
づ

け
、
交
通
安
全
対
策
や
水
道
施
設
の
耐
震
化
、

治
水
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
大

き
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
「
大
山
崎
町
行

財
政
改
革
プ
ラ
ン
２
０
１
１
」
を
進
め
、
町
の

財
政
の
立
て
直
し
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
「
に
そ
と
」
の
開
通
や
阪
急

新
駅
「
西
山
天
王
山
駅
」
の
開
業
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
町
を
取
り
ま
く
環
境
が
大
き
く
変
わ

る
節
目
の
年
。
ま
さ
に
「
再
生
」
に
あ
た
る
年

と
な
り
ま
す
。

　
先
人
の
皆
さ
ま
か
ら
引
き
継
い
だ
、
豊
か
な

歴
史
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
こ
の
大
山
崎
町
。
昨

年
に
は
町
制
施
行
45
周
年
の
節
目
を
経
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
町
民
の
皆
さ
ま
や
町
議
会
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
職
員
と
も
ど
も
職
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
新
し
い
１
年
が
、
皆
さ
ま

に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
輝
か
し
い
平
成
25
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
本
年
も
皆
さ
ま
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
私
は
、
昨
年
10
月
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
か
か
る
う
え
は
、
新
た
な
決
意
と
抱
負

の
も
と
に
円
滑
な
る
議
会
の
運
営
と
町
政
発
展

の
た
め
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
京
都
府
下
に
お
い
て

悲
惨
な
交
通
事
故
が
相
次
い
で
発
生
い
た
し
ま

し
た
。
特
に
通
学
路
で
の
事
故
は
、
町
内
に
も

狭き
ょ
う

隘あ
い

道
路
が
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、
決
し
て
他

人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
京
都
第
二
外

環
状
道
路
の
建
設
が
進
ん
で
お
り
、
開
通
す
れ

ば
西
国
街
道
な
ど
幹
線
道
路
に
お
け
る
渋
滞
の

緩
和
や
、
町
内
生
活
道
路
へ
の
車
両
の
流
入
の

減
少
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
児
童

や
高
齢
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
道
路
網
の

整
備
は
、
本
町
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
の
ひ
と

つ
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
町
の
財
政
が
危
機
的
な
状
況
の
中
で

課
題
が
山
積
み
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
二
元

代
表
制
の
一
翼
を
担
う
町
議
会
の
役
割
も
一
層

大
き
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
議
会
も
執
行
部

と
切
磋
琢
磨
し
、
こ
の
状
況
を
乗
り
越
え
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
住
民
の
皆
さ
ま
に
選
ば
れ

た
議
員
は
、
そ
の
資
質
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
背
景
に
提
案
や
議

論
を
行
い
、
町
政
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
議
会
と
行
政
が
緊
張
関
係
を
保
ち
な
が
ら
活

発
な
議
論
を
行
い
、
政
策
決
定
、
監
視
や
評
価

を
行
う
と
い
っ
た
議
会
本
来
の
使
命
を
果
た
す

こ
と
。
ま
た
、
議
会
の
提
言
力
や
政
策
力
を
高

め
て
議
会
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
な
が
ら
、

住
民
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に

精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
、
決
意
を

新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ど
う
か
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
大
山
崎
町
の
限
り
な
い
発
展
と

皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

「安心して暮らせるまち」をめざして　――

住民ニーズに対応した地方自治の振興　と発展を――

江
え
下
した
　傳
でん
明
めい

山
やま
本
もと
　圭
けい
一
いち

大山崎町長

大山崎町議会議長

新 年 の ご あ い さ つ
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冬の節電チェックリスト

お願いしたいこと
節電効果

チェックエアコン
を使用する家庭

ガス・石油ストーブ
を使用する家庭

エアコン…室温20℃を心がける（設定温度を２℃下げた場合） ７％ ― □

カーテン…窓に厚手のカーテンをかける １％ ― □

照明…不要な照明をできるだけ消す ４％ ６％ □

テレビ…画面の彩度を下げ、必要なとき以外は消す ２％ ３％ □

冷蔵庫…設定を「弱」にして、扉の開閉時間を減らす １％ ２％ □

待機電力…使わない機械は主電源を切り、プラグは抜いておく １％ ２％ □

冬期平日の電気の使われ方（イメージ）

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
使
い
分
け
」

　
暖
房
器
具
は
大
き
く
分
け
る
と
、「
部
屋
を
暖
め

る
も
の
」
と
「
直
接
体
を
暖
め
る
も
の
」
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
や
床
暖
房
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
が

部
屋
を
暖
め
る
も
の
。
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
こ
た

つ
は
直
接
体
を
暖
め
る
も
の
で
す
。
部
屋
を
暖
め
る

も
の
の
な
か
で
も
、
エ
ア
コ
ン
や
ス
ト
ー
ブ
は
暖
ま

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
ら
ず
、
床
暖
房
は
暖
ま
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
暖
か
さ
が
持
続
す
る

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
の
直
接
体
を
暖
め
る
も

の
は
、
体
の
冷
え
た
部
分
を
ね
ら
っ
て
暖
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
ぐ
に
暖
が
と
れ
ま
す
。
し
か
し
、

部
屋
を
暖
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
急
激
に
熱
を
発
す

る
た
め
大
量
の
電
力
を
消
費
す
る
も
の
が
多
く
あ
り

ま
す
。

　
部
屋
に
帰
っ
て
き
た
と
き
は
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト

を
一
時
的
に
使
用
し
体
を
暖
め
、
部
屋
全
体
は
エ
ア

コ
ン
な
ど
で
暖
め
る
な
ど
、
製
品
の
特
徴
を
生
か
し

た
使
い
方
を
す
る
と
節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
平
成
23
年
～
24
年
の
夏
に
か
け
て
、
節
電
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
の
冬
は
、
電
力
需
要
の
変
動
に

対
応
す
る
た
め
の
電
力
が
確
保
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

　
し
か
し
、
大
規
模
な
発
電
所
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
場
合
、
安

定
的
に
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

関
西
電
力
で
は
電
気
料
金
の
値
上
げ
を
検
討
中
。
節
電
を
し
て
、

家
計
の
節
約
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

問
＝
経
済
環
境
課
　
☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
２
４
５
）

冬
の
敵
は
乾
燥

　
エ
ア
コ
ン
や
ス
ト
ー
ブ
を
使
う
と
、
気
に
な
る
の
が

空
気
の
乾
燥
。
冬
は
室
内
が
乾
燥
し
が
ち
で
す
が
、
湿

度
が
低
い
と
体
感
温
度
も
下
が
り
ま
す
。
室
内
を
暖
め

て
い
る
は
ず
な
の
に
、
な
か
な
か
暖
か
く
な
ら
な
い
と

感
じ
る
方
は
、
加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て
湿
度
を
上
げ
て

み
て
く
だ
さ
い
。冬
で
も
湿
度
を
50
％
程
度
に
保
て
ば
、

エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
下
げ
て
も
暖
か
い
と
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

冬
の

　
電
力

　
節
約
術

体に無理のない範囲で、節電にご協力ください。

冬の電力節約術

冬、家庭で電力の使用量が増えるのが午後６時～
９時。電力の使用量が増える理由として、この時
間に帰宅する人や夕飯を作りはじめる人が多いこ
とがあげられます。

対象期間＝平成25年３月29日㊎までの平日
（平成24年12月29日圡～平成25年１月４日㊎を除く）
対象時間＝9:00～21:00
節電目標＝平成22年度比６％削減
※今後の状況により節電目標は変動する場合があります
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乙
訓
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
駅
伝

第
二
大
山
崎
小
学
校
が
入
賞
！

︱
乙
訓
の
名
建
築
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
？
︱

西
国
街
道
・
丹
波
街
道
で
つ
な
ぐ
乙
訓
た
て
も
の
探
訪

　
小
雨
が
降
り
、
と
き
お
り
激
し
さ
を

増
す
な
か
開
催
さ
れ
た
乙
訓
ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い
駅
伝
。
寒
さ
に
体
が
震
え
る

天
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
大
山
崎

小
学
校
が
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、第
３
走
者
の
野
々
村
く
ん
、

第
５
走
者
の
澤
井
く
ん
が
区
間
賞
。
最

終
ラ
ン
ナ
ー
の
松
田
さ
ん
も
区
間
２
位

の
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。
大
山
崎
小
学

校
は
昨
年
、
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
先
輩

た
ち
も
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
が
、

結
果
は
12
位
。
初
の
連
覇
と
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
惜
し
く
も
両
校
と
も
に
優
勝
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
校
生
徒
の
思
い

を
託
し
た
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
ゴ
ー
ル

へ
駆
け
抜
け
て
い
っ
た
皆
さ
ん
の
姿
は

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

12
月
１
日
土
に
行
わ
れ
た
第
23
回
乙
訓
地
方
小
学
生
駅
伝
大
会
（
乙
訓
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
駅
伝
）

で
、
第
二
大
山
崎
小
学
校
が
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

タ
イ
ム
は
34
分
36
秒
（
９
・
19
㎞
）。

昨
年
は
入
賞
が
で
き
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
た
第
二
大
山
崎
小
学
校
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
満
面
の

笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

乙
訓
地
域
（
大
山
崎
町
、
長
岡
京
市
、
向
日
市
）
に
は
、
江
戸
時
代
〜
昭
和
初
期
の
名
建
築
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
普
段
は
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
多
く
、
ま
ち
の
知
ら
れ
ざ
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

な
か
に
は
近
年
、
国
の
登
録
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
建
物
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
乙
訓
の
建
物
文
化
を
深
く
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
西
国
街
道
と
丹
波
街
道
を
歩
く
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
開
催
。

こ
の
機
会
に
、
乙
訓
地
域
の
た
て
も
の
探
訪
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　

①

②

③ ④

①
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
走
り
出
す
皆
さ
ん
。
　

②
ゴ
ー
ル
直
前
。
第
二
大
山
崎
小
学
校
の
松
田

さ
ん
。
　
③
大
山
崎
小
学
校
の
皆
さ
ん
と
学
校

お
よ
び
町
関
係
者
。
　
④
第
二
大
山
崎
小
学
校

の
皆
さ
ん
と
担
任
の
先
生
。

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

①
丹
波
街
道
コ
ー
ス
（
約
３
・
５
㎞
）

　�

長
岡
天
満
宮
大
鳥
居
前
（
集
合
）
～
長
法
寺
　
田
村
家
～

長
法
寺
　
佐
藤
家
～
粟
生
　
河
合
家
～
光
明
寺
（
解
散
）

　
と
き
＝
２
月
17
日
日
午
前
９
時
～
正
午

　
参
加
費
＝
50
円
（
施
設
入
場
料
、
保
険
料
を
含
む
）

　
定
員
＝
30
人

　
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

②
西
国
街
道
コ
ー
ス
（
約
４
㎞
）

　�

阪
急
西
向
日
駅
東
口
西
向
日
公
園
（
集
合
）
～
西
向
日
住

宅
地（
※
）

～
上
植
野
　
中
小
路
家
住
宅
～
南
真
経
寺
開
山

堂
～
向
日
町
　
富
永
屋
～
六
人
部
家
住
宅（
※
）

～
向
日
神

社
拝
殿
・
幣
殿（
※
）・
本
殿（
※
）

～
須
田
家
住
宅（
※
）

～
阪
急

東
向
日
駅
（
解
散
）

　︵
※
︶
は
外
か
ら
の
見
学
の
み

　
と
き
＝
２
月
23
日
土
午
前
９
時
～
午
後
12
時
30
分

　
参
加
費
＝
２
５
０
円
（
施
設
入
場
料
、
保
険
料
を
含
む
）

　
定
員
＝
30
人

　
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
方
法
＝
１
月
５
日
土
～
18
日
㊎
（
当
日
消
印
有
効
）
に

往
復
は
が
き
に
▼
住
所
▼
氏
名
▼
年
齢
▼
電
話
番
号
▼
希
望

コ
ー
ス
名
を
記
入
の
う
え
、
左
記
ま
で
。

※
往
復
は
が
き
１
通
に
つ
き
、
２
人
ま
で
申
し
込
み
可

共
催
＝
大
山
崎
町
、
長
岡
京
市
、
向
日
市

申
込
先
＝
〒
６
１
７
―
０
０
０
２
　
向
日
市
寺
戸
町
南
垣
内

40
―
１
　
向
日
市
文
化
資
料
館

問
＝
町
生
涯
学
習
課
文
化
芸
術
係
　

☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
２
２
６
）
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おとくにの文化にふれる

ポスト国文祭・文化交流フェスタin乙訓
私たちの手で子どもを守ろう

児童虐待防止講演会のお知らせ

冷
蔵
庫
の
中
に
医
療
情
報

あ
な
た
を
守
る「
命
の
カ
プ
セ
ル
」

　
２
０
１
１
年
に
「
こ
こ
ろ
を
整
え

る
～
文
化
発
心
」
を
テ
ー
マ
に
し
て

開
催
し
た
、
国
民
文
化
祭
。
そ
こ
で

は
ぐ
く
ま
れ
た
地
域
の
文
化
力
を
発

展
、
継
続
さ
せ
る
た
め
に
乙
訓
の
文

化
交
流
フ
ェ
ス
タ
を
行
い
ま
す
。

　
大
山
崎
町
、
長
岡
京
市
、
向
日
市

の
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
な
ら
で
は
の
特

徴
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
乙
訓
地

域
の
文
化
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き
＝
１
月
27
日
日

午
前
10
時
30
分
～

と
こ
ろ
＝
長
岡
京
記
念
文
化
会
館
、

長
岡
京
市
立
中
央
公
民
館

【
コ
ン
サ
ー
ト
】

と
き
＝
午
後
２
時
開
演
（
１
時
30
分

開
場
）

と
こ
ろ
＝
長
岡
京
記
念
文
化
会
館
ホ

ー
ル

入
場
料
＝
１
，
０
０
０
円

※
前
売
り
、
全
席
自
由

○
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
＆
ピ
ア
ノ

　
出
演
＝
吉
田
治
人
・
順
子

○�

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第
９
番

ニ
短
調
「
合
唱
付
き
」

　�

出
演
＝
増
井
信
貴
（
指
揮
）、
日

紫
喜
恵
美
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
森
季

子
（
ア
ル
ト
）、
北
村
敏
則
（
テ

ノ
ー
ル
）、
片
桐
直
樹
（
バ
リ
ト

ン
）、
国
文
祭
京
都
・
記
念
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
、
市
民
公
募
合
唱
団

【
剪
画
教
室
・
作
品
展
】

○
剪
画
教
室

　�

と
き
＝
①
午
前
10
時
30
分
～
正
午

　
②
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　�

と
こ
ろ
＝
長
岡
京
市
立
中
央
公
民

館
２
階
講
座
室

　
受
講
料
＝
３
０
０
円

　�

定
員
＝
各
回
15
人

　（
30
分
前
か
ら
受
付
）

○
剪
画
作
品
展

　�

と
き
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
　�

と
こ
ろ
＝
長
岡
京
記
念
文
化
会
館

ホ
ワ
イ
エ
、
長
岡
京
市
立
中
央
公

民
館
ロ
ビ
ー

【
呈
茶
コ
ー
ナ
ー
】

　
お
茶
と
茶
菓
子
で
お
も
て
な
し
し

ま
す
。
茶
菓
子
は
先
着
１
０
０
人
ま

で
で
す
。

と
き
＝
正
午
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
＝
長
岡
京
記
念
文
化
会
館
ホ

ワ
イ
エ

一
席
＝
３
０
０
円

問
＝
〒
６
１
７
―
０
０
０
６
　
向
日

市
上
植
野
町
馬
立
８

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
乙
訓
地
域

総
務
室
内

☎
９
２
１
―
０
１
８
２

９
３
２
―
４
５
７
０

　「
命
の
カ
プ
セ
ル
」
と
は
、
急
病

時
な
ど
に
備
え
て
冷
蔵
庫
に
保
管
し

て
お
く
医
療
情
報
の
入
っ
た
容
器
の

こ
と
で
す
。
も
し
も
の
と
き
は
、
救

急
隊
員
が
命
の
カ
プ
セ
ル
に
保
管
さ

れ
て
い
る
情
報
に
基
づ
い
て
、
適
切

な
医
療
機
関
に
搬
送
。
的
確
な
救
命

措
置
に
役
立
て
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
23
年
11

月
に
始
ま
り
、
地
域
の
民
生
児
童
委

員
が
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

方
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
の
家
に
訪
問
し
て
、
配
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

対
象
者
＝
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を

満
た
す
方

①�

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、
ま

た
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

②
障
害
児
・
者

③
健
康
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

※�

①
の
方
の
う
ち
最
近
65
歳
に
な
っ

た
方
に
は
、
平
成
25
年
１
月
下
旬

以
降
に
担
当
地
域
の
民
生
児
童
委

員
が
訪
問
し
て「
命
の
カ
プ
セ
ル
」

を
配
布
し
ま
す
。
そ
れ
を
除
く
①

②
③
の
方
で
、
ま
だ
手
元
に
「
命

の
カ
プ
セ
ル
」
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
問
＝
福
祉
課
社
会
福
祉
係
　

☎
９
５
６
―
２
１
０
１（
内
１
５
１
）

▲命のカプセル
▼�このマグネットシールは冷蔵庫に貼って
おいてください

大
山
崎
町
国
際
理
解
講
座

フ
ラ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
者
を
募
集

　
児
童
虐
待
防
止
の
取
組
み
と
し

て
、
次
の
と
お
り
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
な
お
、
１
月
中
に
本
誌
と
は
別
に

案
内
チ
ラ
シ
を
各
家
庭
に
配
布
し
ま

す
。
詳
細
は
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

と
き
＝
２
月
３
日
日
（
時
間
未
定
）

と
こ
ろ
＝
町
体
育
館
小
体
育
室

講
師
＝
谷
口
キ
ヨ
コ
さ
ん
（
Ｄ
Ｊ
・

タ
レ
ン
ト
）、川
村
妙
慶
さ
ん（
僧
侶
・

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

問
＝
福
祉
課
児
童
福
祉
係
　

☎
９
５
６
―
２
１
０
１（
内
１
５
７
）

Photo�by�akio�takahashi

▼

川
村
妙
慶
さ
ん

▼

谷
口
キ
ヨ
コ
さ
ん

　
ワ
イ
ン
で
有
名
な
フ
ラ
ン
ス
・
ボ

ル
ド
ー
出
身
の
講
師
が
、
フ
ラ
ン
ス

の
食
文
化
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
フ
ラ
ン
ス
料
理
は
ユ
ネ
ス
コ
の
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、

日
本
料
理
も
現
在
、
無
形
文
化
遺
産

登
録
を
目
指
し
て
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
講
演
を
聞
き
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
に

つ
い
て
学
ん
で
か
ら
、
み
ん
な
で
一

緒
に
フ
ラ
ン
ス
の
家
庭
で
作
ら
れ
て

い
る
お
菓
子
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

と
き
＝
１
月
23
日
水
午
後
１
時
～
４

時
30
分
（
予
定
）

と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
別
館
第
１
研

修
室
お
よ
び
料
理
講
習
室

内
容

○�

講
演
「
フ
ラ
ン
ス
の
食
文
化
～
美

食
・
家
庭
料
理
・
習
慣
」

○
フ
ラ
ン
ス
の
お
菓
子
教
室

　�

ヨ
ー
グ
ル
ト
ケ
ー
キ
（G

ateau�
au�Y

aourt

）
の
ア
レ
ン
ジ
レ

シ
ピ

講
師
＝
ア
リ
ス
・
ボ
ナ
ミ
さ
ん
（
京

都
府
国
際
交
流
員
）

対
象
＝
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の

方定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費
＝
５
０
０
円

持
物
＝
▼
エ
プ
ロ
ン
▼
ふ
き
ん
▼
タ

オ
ル
▼
タ
ッ
パ
ー

主
催
＝
大
山
崎
町
国
際
交
流
協
会
、

大
山
崎
町
、
中
央
公
民
館

申
込
方
法
＝
１
月
５
日
土
～
16
日
水

（
７
日
月
、
14
日

を
除
く
）
に
▼

住
所
▼
氏
名
▼
電
話
番
号
を
左
記
ま

で
。

問
・
申
込
先
＝
中
央
公
民
館
　

☎
９
５
７
―
１
４
２
１

▼

フ
ラ
ン
ス
で
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
ヨ
ー
グ
ル
ト
ケ
ー
キ
。
学
校
の
調
理
実
習
で
作
る
こ
と
も

▲

昨
年
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
教
室
の
よ
う
す
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□
　
消
防
ひ
ろ
ば

□
　
図
書
室
だ
よ
り
　R

elax

□
　S

m
ile

□
　
ま
ち
の
話
題
　Tow

n  Topics

□
　Inform

ation

□
　
伝
言
板
　M

essage

Relax
中央公民館図書室だより

Smile
あんな仲間 こんな仲間

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

　
１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」。

防
火
設
備
の
点
検
や
整
備
、
消
防
訓
練
な

ど
を
実
施
し
て
、
文
化
財
を
火
災
か
ら
守

る
運
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
文
化
財
は
木
や
紙
な
ど
の
可
燃

物
で
造
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
火
災

が
起
き
る
と
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
す
。

過
去
の
出
火
原
因
の
多
く
が
放
火
に
よ
る

も
の
。
文
化
財
の
火
災
を
防
ぐ
に
は
、
文

化
財
の
所
有
者
や
町
民
の
皆
さ
ん
、
消
防

機
関
な
ど
が
一
体
と
な
り
、
地
域
で
協
力

し
て
「
放
火
さ
れ
な
い
・
さ
せ
な
い
」
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
大
山
崎
消
防
署
お
よ
び
町
消
防
団
は
、

町
内
の
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
て

い
く
た
め
に
、「
文
化
財
防
火
運
動
」
を

展
開
し
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
す
。
皆

さ
ん
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

普
通
救
命
講
習

と
き
＝
２
月
10
日
日
午
前
９
時
～
正
午

※
受
講
無
料

と
こ
ろ
＝
乙
訓
消
防
組
合
消
防
本
部

内
容
＝
▼
心
肺
蘇
生
法
（
人
口
呼
吸
、
胸

骨
圧
迫
）
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
▼
止
血
法

▼
そ
の
ほ
か
応
急
手
当
な
ど

定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
＝
１
月
21
日
月
～
２
月
８
日
㊎

に
受
講
申
込
書
（
消
防
署
に
置
い
て
い
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
。

問
＝
大
山
崎
消
防
署
救
急
係

防
災・消
防
団
招
集
用
サ
イ
レ
ン

の
吹
鳴
テ
ス
ト
を
し
ま
す

　
災
害
時
、
避
難
指
示
や
消
防
団
招
集
な

ど
に
吹
鳴
す
る
サ
イ
レ
ン
の
テ
ス
ト
を
、

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

と
き
＝
１
月
６
日
日
午
前
８
時
か
ら

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
場
所
＝
▼
大
山
崎
町
役
場

▼
大
山
崎
区
民
会
館
▼
下
植
野
集
会
所
▼

第
３
浄
水
場
（
小
泉
橋
付
近
）

問
＝
町
総
務
課
総
務
係
　

☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
３
２
４
）

新
春
恒
例

消
防
出
初
式
を
行
い
ま
す

　
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ご
近
所
で
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

暖房器具による火災に注意
　冬の火災原因で一番多いものは、ストーブ。
その中でも、危険度が高いのが石油ストーブ
です。使用する前にもう一度使用方法などを
確認し、安全で快適な冬をお過ごしください。

ストーブ火災を防ぐために
○使用前に清掃、点検整備を行う
　�石油ファンヒーターの底板にホコリが溜ま
ると、不完全燃焼を起こし「吹き返し現象」
で火災になることがあります。
○ストーブの周囲を確認する
　�燃えやすい可燃物やカーテン、ふすまの近
くでは使用しないでください。
○ストーブの近くで洗濯物を乾かさない
　�洗濯物がストーブに落下し、火災になるこ
とがあります。
○消火を忘れずに
　�寝るときや外出するときは、必ず火を消し
てください。
○給油は消火してから
　�給油は火を消してから行い、給油をしたあ
とは燃料タンクのキャップを確実に閉めて
ください。キャップから燃料が漏れてスト
ーブに引火し、火災になることがあります。
○中身の確認をする
　�給油の際は、ガソリンと灯油を間違わない
ようにしてください。
○灯油がこぼれないように気をつける
　�給油中に灯油がこぼれたり、あふれたとき
は、油をよく拭き取ってから使用してくだ
さい。
○�ストーブの近くで引火性のあるものを使用
しない
　�▼スプレー▼シンナー▼灯油などの引火性
のあるものを使ったり、近くにスプレー缶
を置かないでください。スプレー缶はスト
ーブの熱で暖められるとガスが膨張し、爆
発、火災につながることがあります。
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シリーズ
災害現場からの
アドバイス

思いもよらぬことが火災につ
ながることがあります。ここ
ではいろいろな火災の原因を
紹介します

その日まで
紅雲町珈琲屋こよみ２
コーヒー豆と和食器
の店「小蔵屋」を営
む杉浦草。近くにラ
イバル店が開店し、
近隣で詐欺まがいの
手口で土地を買いた
たく業者がいるとの
噂がたつ。その背景
を探りだした草だっ
たが…。
吉永�南央／著　
文藝春秋

一般書

サーティーナイン・クルーズ12
メドゥーサの罠

エイミーとダンが探
索レースの勝者とな
った２年後、仲間が
次々と誘拐される。
解放の条件は世界的
名画『メドゥーサ』
を盗むこと。仲間の
救出に立ち上がった
ふたりにせまる罠と
は。
ゴードン・マートン／著
メディアファクトリー

児童書

冬の日の編みもの
三國�万里子／著　文化学園文化出版社

私の好きな料理の本
髙橋�みどり／著　新潮社

逃走
薬丸�岳／著　講談社

無花果とムーン
桜庭�一樹／著　角川書店

おたんじょうび、おことわり？
ボニー・ベッカー /文　岩崎書店

プリズム☆ハーツ!!１　めざせ！シスター候補生
神代　明／作　集英社

ふたつの月の物語
富安�陽子／著　講談社

日本一周！ 鉄道大百科
山崎�友也／監修　成美堂出版

１月31日木１月の
月末整理日

図書の貸出
・返却時間 

平日 10:00～16:45
土日祝 10:00～16:15

☎957－1421図書室
（公民館内）

　「予約・リクエストカード」に記
入し、図書室スタッフに直接手渡し
て受付済みとなった本の再要求は不
要です。人気本は順番がなかなか回
ってこない、他館からの取り寄せに
時間がかかることなどがあります。
予約の状況などは気軽にお聞きくだ
さい。１月４日㊎まで休室、５日圡
から開室します。休室中の本の返却
は、公民館入口横の青色の返却ポス
トをご利用ください。

本の予約・リクエストについて

Smile
あんな仲間 こんな仲間

詩吟小倉サークル・詩吟愛好会

vol.56

　公民館に響く朗々とした声。お昼
は詩吟小倉サークル、夕方は詩吟愛
好会として活動する公民館の詩吟サ
ークルの皆さんが吟じる詩です。サ
ークルの歴史は古く、昭和₅₀年の発
足。「もともとは公民館サークルの
活動の仕方などを学ぶために、試験
的に作られたサークルなんです。」
と話してくれたのは、先生を務める
中島三郎さん。
　詩吟と聞くと難しいと感じる方も
多いと思いますが、中島さんは「言
葉をしゃべれたら誰でもできます。

音痴でも全然問題ありません。」と
答えてくれました。「最近はいろい
ろなサークルができて、古臭いイメ
ージの詩吟を選ぶ人は少なくなりま
した。でも、コンクールでは少年の
部などがあるくらい、どの世代の人
でも気軽に楽しめますよ。」と説明
してくれた中島さんに、代表の湊二
郎さんも「詩吟は自分の身ひとつで
発表できるものなので、急に結婚式
でスピーチなどをしてくれと言われ
ても対応できる。芸は身を助けます
よ。自分に自信もつきます。」と付
け加えます。「あと、大声を出すこ

とでストレス発散にもなるし、腹式
呼吸で肺活量があがる。歌も上手く
なるので、カラオケも楽しくなりま
す。」と笑って教えてくれました。
　カラオケがうまくなりたい方や詩
吟に興味のある方はお気軽に山本喜
三郎さん　☎₉₅₆︲₆₄₀₁まで。

詩吟でカラオケも上達！

▲平成24年消防出初式　一斉放水のようす

▶
ストーブの近くで洗濯物
を乾かすと、洗濯物が落
下して火事を起こすこと
があります。


